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(57)【要約】
【課題】三次元座標を有するデータから取得した二次元
画像データの二次元媒体上における立体視認性を向上さ
せる。
【解決手段】画像形成装置１００は、三次元空間におけ
る特定の観測点から三次元空間に存在する三次元モデル
を観測して得られる二次元画像データに対して画像処理
を施す画像処理装置であって、三次元空間に存在する光
源の三次元位置情報に基づいて、二次元画像データを構
成する画素における三次元空間に存在する光源の影響度
合いを示す陰影情報（ｉｄ）を取得する陰影検出部２０
１と、陰影検出部２０１によって取得された陰影情報に
基づいて、二次元画像データの立体視認性を高める強調
処理を施す輝度補正部２０３、及び光沢補正部２０４と
、を備えることを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三次元空間における特定の観測点から前記三次元空間に存在する三次元モデルを観測し
て得られる二次元画像データに対して画像処理を施す画像処理装置であって、
　前記三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に基づいて、前記二次元画像データを
構成する画素における前記三次元空間に存在する光源の影響度合いを示す陰影情報を取得
する陰影情報取得部と、
　前記陰影情報取得部によって取得された前記陰影情報に基づいて、前記二次元画像デー
タの立体視認性を高める強調処理を施す補正部と、を備えることを特徴とする画像処理装
置。
【請求項２】
　前記陰影情報は、前記光源からの光が直射する領域を示す画素と前記光源からの光が直
射しない領域を示す画素のいずれかを示す情報であり、
　前記補正部は、前記光源からの光が直射する領域を示す画素と光が直射しない領域を示
す画素それぞれに相反する処理を施すことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記補正部は、前記光源からの光が直射する領域を示す画素に対して輝度を上げる処理
を施し、光が直射しない領域を示す画素に対して輝度を下げる処理を施すことを特徴とす
る請求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記陰影情報は、前記光源からの光が直射する領域を示す画素と前記光源からの光が直
射しない領域を示す画素のいずれかを示す情報であり、
　前記補正部は、前記光源からの光が直射する領域を示す画素と光が直射しない領域を示
す画素の光沢度の差を広げる処理を施すことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記補正部は、画素データと前記陰影情報に基づいて透明又は半透明な画像形成材の塗
布量を画素毎に算出することを特徴とする請求項４記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記光源からの光が直射しない領域を示す画素は、前記光源からの光の陰となる領域を
示す画素と前記光源からの光の影となる領域を示す画素を含み、
　前記補正部は、それぞれの画素に対して異なる処理を施すことを特徴とする請求項２乃
至５のいずれか１項記載の画像処理装置。
【請求項７】
　三次元空間における特定の観測点から前記三次元空間に存在する三次元モデルを観測し
て得られる二次元画像データに対して画像処理を施す画像処理方法であって、
　前記三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に基づいて、前記二次元画像データを
構成する画素における前記三次元空間に存在する光源の影響度合いを示す陰影情報を取得
する陰影情報取得ステップと、
　前記陰影情報に基づいて、前記二次元画像データの立体視認性を高める強調処理を施す
補正ステップと、を実行することを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
　三次元空間における特定の観測点から前記三次元空間に存在する三次元モデルを観測し
て得られる二次元画像データに対して画像処理を施す画像処理装置のプロセッサに対して
、
　前記三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に基づいて、前記二次元画像データを
構成する画素における前記三次元空間に存在する光源の影響度合いを示す陰影情報を取得
する陰影情報取得ステップと、
　前記陰影情報に基づいて、前記二次元画像データの立体視認性を高める強調処理を施す
補正ステップと、を実行させる画像処理プログラム。
【請求項９】
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　三次元空間における特定の観測点から前記三次元空間に存在する三次元モデルを観測し
て得られる二次元画像データに対して画像処理を施す画像処理システムであって、
　前記三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に基づいて、前記二次元画像データを
構成する画素における前記三次元空間に存在する光源の影響度合いを示す陰影情報を取得
する陰影情報取得部と、
　前記陰影情報取得部によって取得された前記陰影情報に基づいて、前記二次元画像デー
タの立体視認性を高める強調処理を施す補正部と、を備えることを特徴とする画像処理シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置、画像処理方法、画像処理プログラム、及び画像処理システム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＡＤのような三次元モデル作成ソフトを用いて、ｘｙｚ座標軸で表される三次
元空間に三次元モデルを作成して全体像を把握した後、それを元に各部の設計や生産を行
うことが一般化している。
　また、３Ｄプリンタの登場以前では、三次元空間に作成された三次元モデルをディスプ
レイのような二次元媒体上でしか確認することができなかったが、３Ｄプリンタが登場し
たことにより、３Ｄプリンタで簡易的な三次元体を作成することで立体感を掴むことが可
能になり、全体像をイメージすることが容易になった。
【０００３】
　しかし、３Ｄプリンタは二次元媒体上に表現された三次元構造を再現することに適して
いる反面、一つの三次元体を作成するのに多くの時間を要する。また、３Ｄプリンタによ
って作成される三次元体は、プリンタのような画像形成装置によって印刷される画像に比
べて位置精度が著しく低下し、また、三次元モデルが複雑な色で形成されたものである場
合、３Ｄプリンタでは色を再現できないため、大まかな三次元構造を再現できたとしても
、本来の特徴を掴みきれないという課題があった。
【０００４】
　そこで、三次元の被写体や三次元モデルを二次元媒体上で三次元的に見えるよう立体視
認性を向上させるための技術が知られている。
【０００５】
　人間が二次元媒体上に表示又は印刷された画像から三次元構造の立体感を把握する際に
は、影や光沢といった画像を形成する色情報を無意識的に捉えることにより行われる。
　影については、例えば写真を撮影したときの光源の位置に依存して被写体の表面に当た
る光量が場所によって異なることで、相対的な色情報の変化として視認できるものであり
、ユーザは写真に現れた影を無意識的に捉えることで三次元構造を認識することができる
。その他にも、三次元モデル作成ソフトで作成された三次元モデルと同一空間内に仮想的
な光源を設定することで、三次元モデルの表面に照射される光量を相対的に変化させ、影
を作成することも可能である。
【０００６】
　光沢については、例えばプリンタのような画像形成装置によって有彩色トナーや有彩色
インクのような有彩色の画像形成材の上に透明トナーや透明インクのような透明又は半透
明な画像形成材を重ねて塗布されることで画像に現れるものであり、画像の立体感を高め
たい場合に有効である。光沢度は画像平面の平滑性に依存しており、図１１（ａ）に示す
ように、有彩色の画像形成材のみで形成された画像の表面は凹凸が多く、表面の反射光が
乱反射することで光沢度が低い。
　これに対して、図１１（ｂ）に示すように、有彩色の画像形成材で形成された画像の表
面が平らになるように透明又は半透明な画像形成材を塗布することで、表面の反射光が均
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一な方向に反射されるようになり、凹凸が多い表面に比べて光沢度が高い。
【０００７】
　光沢度を調整することで立体感を表現する技術として、例えば特許文献１には、印刷対
象となる画像情報に対し、輝度の高いところは明るく、暗いところは艶消しして印刷され
るようサーマルヘッドによる加熱温度を調整することで、印刷媒体の表面に光沢の分布を
発生させ、画像に立体感を付与することが開示されている。
【０００８】
　また、特許文献２には、写真プリントや印刷物などのハードコピーにおいて、印刷画像
に存在する物体に応じて、金属性やガラス製などの光沢性の高い物体の領域は表面粗さを
小さくし、木製や布製などの光沢性の低い物体の領域は表面粗さを大きくするように物体
を形成する領域ごとの表面粗さを調整することにより、画像の立体感を好適に表現するこ
とが記載されている。さらに、物体の位置に応じて光沢性の高い物体が手前に存在する場
合は、その領域の表面粗さを小さくして、それ以外の領域の表面粗さを大きくし、逆に光
沢性の低い物体が手前に存在する場合には、その領域の表面粗さを大きくして、それ以外
の領域の表面粗さを小さくすることで画像の立体感を好適に表現することが開示されてい
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来の画像形成装置では二次元画像データから、文字領域、画像領域といった像域分離
情報を解析してそれぞれに適した画像処理を施し、印刷媒体に塗布する画像形成材の塗布
量を決定することは行われていた。
　しかし、二次元画像データの色情報が特定の光源の影響を受けたものであるか否かの判
断や、対象となる画素が特定の光源から照射される光が当たらない領域と特定の光源から
照射される光が直接当たる領域のどちらを示しているのかの判断は、二次元画像データを
解析するだけではできなかった。
　そのため、光源の影響度合いを考慮した画像処理は行うことができず、画素毎の光源の
影響度合いを考慮した立体視認性を向上させる処理を行うことができなかった。
【００１０】
　特許文献１には、画像情報の輝度に基づいて光沢度を調整することで立体感を付与する
ことは記載されているが、被写体や三次元モデルが光源の影響を受けている場合は、被写
体や三次元モデルの表面の輝度自体が低いのか、光源から照射される光量が低いことによ
り輝度が低いのかが考慮されていない。そのため、物体の三次元構造を認識する要素のひ
とつである影に対して的確な処理がされず、三次元構造を表現するには不十分であった。
【００１１】
　特許文献２には、印刷画像に存在する物体の光沢性や位置関係に基づいて光沢度を調整
することで立体感を好適に表現することは開示されているが、物体そのものの再現性を高
める処理が行われているだけであり、影に着目して立体視認性を更に向上させるための処
理が行われているものではない。
【００１２】
　本発明は、上記に鑑みてなされたもので、その目的は、三次元空間における三次元モデ
ルを特定の観測点から観測して取得した二次元画像データに対し、光源の影響度合いに基
づく処理を施すことで、二次元画像データの立体視認性を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した課題を解決するために、本発明は、三次元空間における特定の観測点から三次
元空間に存在する三次元モデルを観測して得られる二次元画像データに対して画像処理を
施す画像処理装置であって、三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に基づいて、二
次元画像データを構成する画素における三次元空間に存在する光源の影響度合いを示す陰
影情報を取得する陰影情報取得部と、陰影情報取得部によって取得された陰影情報に基づ
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いて、二次元画像データの立体視認性を高める強調処理を施す補正部と、を備えることを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、三次元座標を有するデータから取得した二次元画像データの二次元媒
体上における立体視認性を向上させる処理を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像形成装置および情報処理端末のハードウェア構成
例を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る画像形成装置の画像エンジンの構成例を示す図である
。
【図３】本発明の一実施形態に係る画像形成装置の機能構成の一例を示す図である。
【図４】（ａ）（ｂ）は本発明の一実施形態に係る二次元画像データの抽出方法の一例を
示す図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る三次元データにおける陰影情報の具体例を示す図であ
る。
【図６】（ａ）～（ｃ）は本発明の一実施形態に係る影になる領域の識別方法の具体例を
示す図である。
【図７】（ａ）～（ｃ）は本発明の一実施形態に係る透明トナーの塗布量決定方法の一例
を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る陰影検出部による陰影情報検出フローの一例を示すフ
ローチャートである。
【図９】本発明の一実施形態に係る輝度補正部による輝度調整フローの一例を示すフロー
チャートである。
【図１０】本発明の一実施形態に係る光沢補正部による光沢補正フローの一例を示すフロ
ーチャートである。
【図１１】（ａ）（ｂ）は光沢度について説明するための側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、添付図面を参照しながら、本発明に係る画像形成装置における透明トナーの塗
布量決定手法の具体的な実施形態について説明する。以下で示す実施形態は、透明トナー
を用いた電子写真方式の画像形成装置における透明トナーの塗布量決定手法を示すが、光
沢を表現する画像形成材は透明トナーに限るものではなく、例えば透明インクであっても
可能である。また、光沢を表現する画像形成材の塗布量を算出する装置は画像形成装置に
限るものではなく、例えばＰＣやスマートフォンといった情報処理端末であっても可能で
ある。
【００１７】
＜画像形成装置＞
　図１は本発明の一実施形態に係る画像処理装置として機能する画像形成装置１００およ
び情報処理端末１１０のハードウェア構成について説明する図である。
　画像形成装置１００は、ＭＦＰやプリンタなど、印刷媒体に対し画像形成材を用いて画
像を形成する機能を有する装置である。情報処理端末１１０は例えばＰＣやスマートフォ
ンなどであり、ディスプレイとユーザが操作するための操作部を有し、多種多様な処理を
行うための端末である。
　図１に示すように、本実施形態に係る画像形成装置１００は、ＣＰＵ（Central Proces
sing Unit）１０１、ＲＡＭ（Random Access Memory）１０２、ＲＯＭ（Read Only Memor
y）１０３、画像エンジン１０４、ネットワークＩ／Ｆ（Interface）１０５、ＨＤＤ（Ha
rd Disk Drive）１０６、操作Ｉ／Ｆ１０７がバス１０８を介して接続されている。
　また、本実施形態に係る情報処理端末１１０は、ＣＰＵ１１１、ＲＡＭ１１２、ＲＯＭ
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１１３、ネットワークＩ／Ｆ１１４、ＨＤＤ１１５、操作Ｉ／Ｆ１１６、ディスプレイ１
１７がバス１１８を介して接続されている。画像形成装置１００および情報処理端末１１
０はＬＡＮなどのネットワークを介して接続されている。
【００１８】
　ＣＰＵ１０１は画像形成装置１００における演算処理装置であり、制御プログラムに基
づいて画像形成装置１００の全体の動作を制御する。ＲＡＭ１０２は情報を高速で読み書
きするための揮発性の記憶媒体であり、ＣＰＵ１０１が制御プログラムを実行する際のワ
ークエリアとして機能する。ＲＯＭ１０３は制御プログラムが記憶されている読み出し専
用の不揮発性の記憶媒体である。画像エンジン１０４は印刷媒体に対して画像形成を実行
する機構である。
【００１９】
　ネットワークＩ／Ｆ１０５は、ＬＡＮなどのネットワークに接続する通信インターフェ
ースであり、本実施形態においては、３ＤスキャナやＰＣ、スマートフォン等の端末に接
続される。ＨＤＤ１０６は情報の読み書きが可能な大容量の不揮発性の記憶媒体であり、
制御プログラムやアプリケーション等が記憶されている。ＨＤＤ１０６は、ＳＳＤ（Soli
d State Drive）などの他の形式の記憶装置であってもよい。
【００２０】
　操作Ｉ／Ｆ１０７はキーボードやタッチパネルなどによりユーザからの入力を受け付け
るインターフェースである。操作Ｉ／Ｆ１０７からの情報はＣＰＵ１０１に出力される。
ＣＰＵ１０１はＲＯＭ１０３やＨＤＤ１０６に記憶されている各種プログラムを実行する
ほか、操作Ｉ／Ｆ１０７やネットワークＩ／Ｆ１０５を介して情報処理端末１１０との通
信が可能となっている。
【００２１】
　ＣＰＵ１１１は情報処理端末１１０における演算処理装置であり、制御プログラムに基
づいて情報処理端末１１０の全体の動作を制御する。ＲＡＭ１１２は情報を高速で読み書
きするための揮発性の記憶媒体であり、ＣＰＵ１１１が制御プログラムを実行する際のワ
ークエリアとして機能する。ＲＯＭ１１３は制御プログラムが記憶されている読み出し専
用の不揮発性の記憶媒体である。
【００２２】
　ネットワークＩ／Ｆ１１４は、ＬＡＮなどのネットワークに接続する通信インターフェ
ースであり、本実施形態においては、画像形成装置１００に接続される。ＨＤＤ１１５は
情報の読み書きが可能な大容量の不揮発性の記憶媒体であり、制御プログラムやアプリケ
ーション等が記憶されている。ＨＤＤ１１５は、ＳＳＤなどの他の形式の記憶装置であっ
てもよい。
【００２３】
　操作Ｉ／Ｆ１１６はキーボードやタッチパネルなどによりユーザからの入力を受け付け
るインターフェースである。操作Ｉ／Ｆ１１６からの情報はＣＰＵ１１１に出力される。
ＣＰＵ１１１はＲＯＭ１１３やＨＤＤ１１５に記憶されている各種プログラムを実行する
ほか、操作Ｉ／Ｆ１１６やネットワークＩ／Ｆ１１４を介して画像形成装置１００との通
信が可能となっている。ディスプレイ１１７は表示機能を有する液晶パネルであり、操作
Ｉ／Ｆを介したユーザからの操作を反映させて表示する。
【００２４】
＜画像エンジン＞
　図２は本発明の一実施形態に係る画像エンジン１０４の構成例について説明する図であ
る。
　図２に示すように、転写ベルト１２に沿って各色の現像ユニット１１Ｋ、１１Ｃ、１１
Ｍ、１１Ｙ、１１Ｔが並べられている。現像ユニット１１Ｋ、１１Ｃ、１１Ｍ、１１Ｙ、
１１Ｔは転写ベルト１２上にトナー画像を形成するためのユニットである。
　画像形成に際し、感光体１Ｋの外周面は暗中にて帯電器２Ｋにより一様に帯電された後
、露光器からの露光ビーム３Ｋにより感光体１Ｋ上に静電潜像が形成される。現像器４Ｋ



(7) JP 2017-194855 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

は、この静電潜像をトナーにより可視像化し、このことにより感光体１Ｋ上にトナー画像
が形成される。
　このトナー画像は感光体１Ｋと転写ベルト１２とが接する位置で、一次転写チャージャ
５Ｋの働きにより転写ベルト１２上に一次転写される。一次転写により、転写ベルト１２
上にトナー画像が形成される。トナー画像の一次転写が終了した感光体１Ｋは、外周面に
残留した不要なトナーをクリーニングブレード６Ｋにより払拭された後、次の画像形成の
ために待機する。
【００２５】
　現像ユニット１１Ｋによって転写ベルト１２上に形成されたトナー画像は現像ユニット
１１Ｃに搬送される。
　現像ユニット１１Ｃでは、現像ユニット１１Ｋでの画像形成プロセスと同様のプロセス
により形成されたトナー画像が、転写ベルト１２上に形成されたトナー画像に重畳されて
一次転写される。転写ベルト１２上のトナー画像はさらに次の現像ユニット１１Ｍ、１１
Ｙに搬送され、同様の動作により転写ベルト１２上に重畳されて一次転写される。こうし
て、転写ベルト１２上にフルカラーのトナー画像が形成される。
【００２６】
　現像ユニット１１Ｋ、１１Ｃ、１１Ｍ、１１Ｙによって転写ベルト１２上に形成された
フルカラーのトナー画像は現像ユニット１１Ｔに搬送される。
　現像ユニット１１Ｔは透明トナーを一次転写するためのユニットである。現像ユニット
１１Ｔでは、現像ユニット１１Ｋでの画像形成プロセスと同様のプロセスにより作成され
たトナー画像が、転写ベルト１２上に形成されたトナー画像に重畳されて一次転写される
。こうして、転写ベルト１２上にフルカラーのトナー画像の上に透明トナーが重畳された
トナー画像が形成される。透明トナーが重畳されたトナー画像は二次転写ローラ１３の位
置まで搬送され、後述するタイミングで搬送された用紙１５に二次転写される。
【００２７】
　給紙トレイ１６に収納された用紙１５は印刷媒体であり、画像形成に合わせて給紙ロー
ラ１７により搬送ローラ対１８に順に送り出される。搬送ローラ対１８に送り出された用
紙１５はレジストローラ対１９に順に送り出される。レジストローラ対１９の駆動開始は
、転写ベルト１２により搬送されたトナー画像と二次転写ローラ１３上で、トナー画像と
用紙１５が適切な位置で重なり合うようなタイミングで行われる。レジストローラ対１９
により送り出された用紙１５は、二次転写ローラ１３にて転写ベルト１２上のトナー画像
を二次転写された後、定着器２０にてトナー画像を定着され、画像形成装置１００の外部
に排紙される。
【００２８】
＜情報処理端末、画像形成装置＞
　図３は、本発明の一実施形態に係る情報処理端末１１０および画像形成装置１００の機
能構成を示す図である。
　尚、本実施形態において説明する画像データ抽出部２００、陰影検出部２０１、色補正
部２０２、輝度補正部２０３、光沢補正部２０４、中間調処理部２０５の各機能は、画像
形成装置１００のＣＰＵ１０１により実現するものである。
　本実施形態は、画像エンジン１０４による印刷媒体への印字処理を除き、ＲＯＭ１０３
に記憶されている処理に用いられるデータをＨＤＤ１１５等に記憶させておくことで、そ
の内の一部又は全ての処理を情報処理端末１１０のＣＰＵ１１１によって行うものであっ
ても良い。
【００２９】
　情報処理端末１１０は、ユーザからの入力に応じて、ｘｙｚ座標系で表される三次元空
間における三次元モデルの座標や色情報、面情報、光源の座標などを含んだデータである
ｄｆｘ形式ファイルフォーマット等の三次元データを作成する。
【００３０】
　画像データ抽出部２００は、受け取った三次元データを元に、三次元モデルを特定の観
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測点から捉えたときの二次元画像データを抽出する。
　具体的には、画像データ抽出部２００は、観測点を通過する直線が三次元モデルや背景
面に対して最初に交わる座標の色情報を画素値とした二次元画像データを抽出する。
＜二次元画像データの抽出＞
　図４（ａ）、及び図４（ｂ）は三次元データから二次元画像データを抽出する具体例に
ついて説明する図である。図４（ａ）は三次元空間に存在する三次元モデルを特定の観測
点Ａから捉えている図である。ここで、観測点Ａを通過する直線が三次元モデルと背景面
と底面に対して最初に交わる座標の色情報を取得すると、図４（ｂ）に示すような二次元
画像データが得られる。取得する座標の色情報の数は作成する二次元画像データの解像度
に依存する。ここで用いられる三次元データは情報処理端末１１０からネットワークを介
して受信する他、ＵＳＢメモリ等の記録媒体を通して入手しても良い。
【００３１】
　陰影検出部２０１は、陰影情報取得部を構成し、三次元データを基に、画像データ抽出
部２００によって抽出された二次元画像データの座標毎に陰影情報（ｉｄ）を設定する。
　陰影情報とは、三次元空間において光源からの光が直射する領域（ｉｄ＝１）、陰にな
る領域（ｉｄ＝２）、影になる領域（ｉｄ＝３）、その他の領域（ｉｄ＝０）を示す値で
ある。陰になる領域（ｉｄ＝２）と影になる領域（ｉｄ＝３）は光源からの光が直射しな
い領域である。
【００３２】
＜陰影情報＞
　図５は三次元データにおける陰影情報について具体的に説明する図面である。
　光源は三次元空間における座標の一点であり、あらゆる方向に光を照射する点である。
Ｆ面は三次元モデルが置かれている面を表している底面部であり、Ｆ面を構成する座標は
その他の領域（ｉｄ＝０）に該当する。
　光が直射する領域（ｉｄ＝１）は、光源からの光が直射するＡ面、Ｃ面を構成する座標
が該当する。陰になる領域（ｉｄ＝２）は、三次元モデルの表面側に光源からの光が直射
しない座標を示しており、Ｂ面、Ｄ面、Ｅ面を構成する座標が該当する。影になる領域（
ｉｄ＝３）は、三次元モデルによって光が遮られることにより光源からの光が直射しない
座標を示しており、Ｃ面を構成する座標の一部とＦ面を構成する座標の一部が該当する。
【００３３】
　次に、光が直射する領域（ｉｄ＝１）と陰になる領域（ｉｄ＝２）の識別方法について
説明する。
　陰影検出部２０１は、光源から直線的に発せられる光線が三次元モデルを構成する面に
対して貫いている向きを判断する。光線が三次元モデルを構成する面に対して表側から裏
側に向けて貫いている場合には、面を構成する座標に対し光が直射する領域（ｉｄ＝１）
に設定する。
　光線が三次元モデルを構成する面に対して裏側から表側に向けて貫いている場合には、
面を構成する座標に対し陰になる領域（ｉｄ＝２）に設定する。
　ここで、表側とは三次元モデルを構成する面の内、三次元モデルの外側に面している側
の面を意味し、裏側とは三次元モデルを構成する面の内、三次元モデルの内側に面してい
る側の面を意味する。光線の貫いている方向の判断は、ベクトル演算によって行う。
【００３４】
＜影になる領域（ｉｄ＝３）の識別方法＞
　次に、図６（ａ）～図６（ｃ）を参照して、影になる領域（ｉｄ＝３）の識別方法につ
いて説明する。
　図６では光源からの光線がｘ軸方向に対して平行に照射されている例を示しており、光
源と三次元モデルのｚ軸座標はほぼ等しい位置関係にある。
　陰影検出部２０１は、光源から照射されて三次元モデルの面を構成する座標を通過した
光線が、背景部のｘｚ平面および三次元モデルの内のいずれか一方と最初に交わった点の
座標を影になる領域（ｉｄ＝３）と判断する。



(9) JP 2017-194855 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

　図６（ａ）は三次元モデルの面を構成する座標を通過した光線が、背景部のｘｚ平面を
構成する座標と最初に交わった場合の例である。図６（ａ）ではＧ面を構成する座標Ｐを
通った光線が、背景部のｘｚ平面を構成する座標Ｑと最初に交わっており、このときの座
標Ｑを影になる領域（ｉｄ＝３）と判断する。
　図６（ｂ）は三次元モデルの面を構成する座標を通過した光線が、三次元モデルを構成
する座標と最初に交わった場合の例である。図６（ｂ）ではＧ面を構成する座標Ｐを通過
した光線が、三次元モデルを構成する座標Ｑと最初に交わっており、このときの座標Ｑを
影になる領域（ｉｄ＝３）と判断する。
　図６（ｃ）は三次元モデルの面を構成する座標を通過した光線が、三次元モデルを構成
する座標と最初に交わった場合の別の例である。図６（ｃ）ではＧ面を構成する座標Ｐを
通過した光線が、三次元モデルを構成する座標Ｑと最初に交わっており、このときの座標
Ｑを影になる領域（ｉｄ＝３）と判断する。
【００３５】
　陰影検出部２０１は、三次元データにおける背景部と三次元モデルを構成する座標毎に
陰影情報（ｉｄ）を設定するが、光が直射する領域（ｉｄ＝１）と影になる領域（ｉｄ＝
３）が重複する領域の座標には、影になる領域（ｉｄ＝３）のｉｄを設定する。また、陰
影検出部２０１は、陰になる領域（ｉｄ＝２）と影になる領域（ｉｄ＝３）が重複する領
域の座標には、陰になる領域（ｉｄ＝２）のｉｄを設定する。
【００３６】
　陰影検出部２０１は、三次元データを構成する座標に対して陰影情報（ｉｄ）を設定し
た後、三次元空間の座標に対応する二次元画像データの画素に対して同じ陰影情報（ｉｄ
）を設定する。この処理により、陰影情報（ｉｄ）が画素毎に設定された二次元画像デー
タを得ることができる。
【００３７】
　色補正部２０２は、ＲＡＭ１０２に展開されたＲＧＢの階調値を有する二次元画像デー
タ（ＲＧＢデータ）を、ＲＯＭ１０３に記憶されている色変換テーブルを参照してＣＭＹ
Ｋの階調値を有する二次元画像データ（ＣＭＹＫデータ）に変換する。ＣＭＹＫデータと
は、ＣトナーによるＣ版、ＭトナーによるＭ版、ＹトナーによるＹ版、ＫトナーによるＫ
版をそれぞれ形成するための塗布量を示すデータであり、０～２５５の値をとるものとす
る。
【００３８】
　輝度補正部２０３は、補正部を構成し、陰影検出部２０１によって判断された陰影情報
に基づき、ＣＭＹＫデータにおけるそれぞれの画素の輝度をＲＯＭ１０３に記憶されてい
るそれぞれの陰影情報（ｉｄ）に対応するγカーブを参照して調整する。
　光が直射する領域（ｉｄ＝１）に対応するγカーブは、変換後の画素の輝度が、変換前
の画素の輝度よりも高くなるように設定されている。
　陰になる領域（ｉｄ＝２）および影になる領域（ｉｄ＝３）に対応するγカーブは、変
換後の画素の輝度が、変換前の画素の輝度よりも低くなるように設定されている。
　また、影になる領域（ｉｄ＝３）に対応するγカーブは、陰になる領域（ｉｄ＝２）に
対応するγカーブよりも変換前の画素の輝度と変換後の画素の輝度の変化量が大きくなる
ように設定されている。
　輝度補正部２０３は、その他の領域（ｉｄ＝０）が設定された画素に対しては輝度の調
整を行わない。このように、二次元画像データの輝度が領域毎に強調される処理を施すこ
とで、二次元画像データの立体視認性を向上させることができる。
【００３９】
　光沢補正部２０４は、補正部を構成し、陰影検出部２０１によって検出された陰影情報
に基づいて塗布する透明トナー量を決定し、ＣＭＹＫデータに透明トナー塗布量のデータ
を加えたＣＭＹＫαデータを作成する。
＜透明トナーの塗布量＞
　図７（ａ）～（ｃ）はそれぞれの陰影情報（ｉｄ）が付与された領域における透明トナ



(10) JP 2017-194855 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

ーの塗布量を決定する方法について説明する図であり、縦軸ＣＭＹＫ１～５は画素１～５
に塗布されるＣＭＹＫトナー量を示しており、縦軸α１～α５は画素１～５に塗布される
透明トナー量を示している。画素１～５は連続した同じ陰影情報（ｉｄ）が付与された画
素を示している。
　図７（ａ）は光が直射する領域（ｉｄ＝１）が設定された画素に対する透明トナーの塗
布量を説明する図面である。
　光沢補正部２０４は、光が直射する領域（ｉｄ＝１）に対し、基準値（ｉｄ＝１）から
対象画素に塗布されるＣＭＹＫトナーの塗布量を減算した値を透明トナーの塗布量として
設定する。光沢補正部２０４は、基準値（ｉｄ＝１）について、光が直射する領域（ｉｄ
＝１）が設定された画素が連続して形成される領域における画素毎のＣＭＹＫトナーの塗
布量の内、最大のものを検出し、その塗布量に一定の値を加えたものを対象となる領域の
基準値（ｉｄ＝１）として設定しても良いし、光が直射する領域（ｉｄ＝１）が設定され
た画素毎のＣＭＹＫトナーの塗布量の内、最大のものを検出し、その塗布量に一定の値を
加えたものを二次元画像データにおける基準値（ｉｄ＝１）として設定しても良い。
【００４０】
　図７（ｂ）は陰になる領域（ｉｄ＝２）が設定された画素に対する透明トナーの塗布量
を説明する図面である。
　光沢補正部２０４は、陰になる領域（ｉｄ＝２）に対し、基準値（ｉｄ＝２）から対象
画素に塗布されるＣＭＹＫトナーの塗布量を減算した値を透明トナーの塗布量として設定
する。光沢補正部２０４は、ＣＭＹＫトナーの塗布量が基準値（ｉｄ＝２）を上回ってい
る場合は、透明トナーを塗布しないように設定する。光沢補正部２０４は、基準値（ｉｄ
＝２）について、陰になる領域（ｉｄ＝２）が設定された画素が連続している領域におけ
るＣＭＹＫトナーの塗布量の平均値を、対象となる領域の基準値（ｉｄ＝２）として設定
しても良いし、陰になる領域（ｉｄ＝２）が設定された領域のＣＭＹＫトナーの塗布量の
平均値を、二次元画像データにおける基準値（ｉｄ＝２）として設定しても良い。
【００４１】
　図７（ｃ）は影になる領域（ｉｄ＝３）が設定された画素に対する透明トナーの塗布量
を説明する図面である。
　光沢補正部２０４は、影になる領域（ｉｄ＝３）に対し、基準値（ｉｄ＝３）から対象
画素に塗布されるＣＭＹＫトナーの塗布量を減算した値を透明トナーの塗布量として設定
する。光沢補正部２０４は、ＣＭＹＫトナーの塗布量が基準値（ｉｄ＝３）を上回ってい
る場合は、透明トナーを塗布しないように設定する。光沢補正部２０４は、基準値（ｉｄ
＝３）について、影になる領域（ｉｄ＝３）が設定された画素が連続している領域におけ
るＣＭＹＫトナーの塗布量の平均値未満の値を、対象となる領域の基準値（ｉｄ＝３）と
して設定しても良いし、影になる領域（ｉｄ＝３）が設定された領域のＣＭＹＫトナーの
塗布量の平均値未満の値を、二次元画像データにおける基準値（ｉｄ＝３）として設定し
ても良い。ＣＭＹＫトナーの塗布量の平均値未満の値の設定方法として、例えば平均値の
半分の値を設定する方法が挙げられる。
【００４２】
　以上の光沢補正部２０４の処理により、光が直射する領域（ｉｄ＝１）、陰になる領域
（ｉｄ＝２）、影になる領域（ｉｄ＝３）の順に画像の平滑性が低くなり、また透明トナ
ーの塗布される画素数も減少することから、結果として光が直射する領域（ｉｄ＝１）、
陰になる領域（ｉｄ＝２）、影になる領域（ｉｄ＝３）が設定されている画素の順に光沢
度が低くなる。このように、印刷媒体に印刷された画像の光沢度が領域毎に異なるような
強調処理を施すことで、立体視認性を向上させることができる。
【００４３】
　中間調処理部２０５は、各トナーの塗布量に基づきディザ処理や誤差拡散処理などの中
間調処理を行い、画素毎に各トナーの塗布量を示すＣＭＹＫデータと透明トナーデータを
作成する。
【００４４】
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　画像エンジン１０４は、中間調処理部２０５によって作成されたＣＭＹＫデータと透明
トナーデータに基づき、印刷媒体に画像を形成する。
【００４５】
＜陰影検出部＞
　図８は、本発明の一実施形態に係る陰影検出部２０１の処理フローを示すフローチャー
トである。
【００４６】
　初めに、陰影検出部２０１は陰影検出機能がＯＮであるか否かを判断する（Ｓ１００）
。ここで、陰影機能のＯＮ／ＯＦＦ設定は操作Ｉ／Ｆ１０７または操作Ｉ／Ｆ１１６を操
作することにより行われる。陰影検出機能がＯＦＦ設定である場合（Ｓ１００、Ｎｏ）、
処理を終了する。
　陰影検出機能がＯＮ設定である場合（Ｓ１００、Ｙｅｓ）、陰影検出部２０１は、三次
元モデルを構成する面に対し、光源から直線的に発せられる光線が三次元モデルを構成す
る面に対して貫いている方向を判断し（Ｓ１０１）、表側から貫いている場合は（Ｓ１０
２、Ｙｅｓ）、該当の三次元モデルを構成する面の座標に対し、光が直射する領域（ｉｄ
＝１）を設定する（Ｓ１０３）。
　一方、裏側から貫いている場合は（Ｓ１０２、Ｎｏ）、陰影検出部２０１は、該当の三
次元モデルを構成する面の座標に対し、陰になる領域（ｉｄ＝２）を設定する（Ｓ１０４
）。対象となる全ての面に対して上述した処理を行ったかを判断し、全ての面に対して処
理が済んでいれば（Ｓ１０５、Ｙｅｓ）、Ｓ１０６に進み、処理が済んでいない面が存在
していれば（Ｓ１０５、Ｎｏ）、Ｓ１０１に戻る。
【００４７】
　全ての面に対して処理が済んでいた場合、陰影検出部２０１は、三次元モデルの面を構
成する座標を通る光線が、背景部および三次元データを構成する三次元モデルの内のいず
れか一方と最初に交わった点の座標を影になる領域（ｉｄ＝３）と判断する（Ｓ１０６）
。
　ここで、陰影検出部２０１は、（ｉｄ＝１）と（ｉｄ＝３）が重複して設定されている
座標は（ｉｄ＝３）に設定し、（ｉｄ＝２）と（ｉｄ＝３）が重複して設定されている座
標は、（ｉｄ＝３）に設定する（Ｓ１０７）。
　次に、陰影検出部２０１はｉｄの設定されていない三次元モデル又は背景部の座標があ
るか否か判断し、ｉｄの設定されていない座標がある場合には該当の画素をその他の領域
（ｉｄ＝０）に設定する（Ｓ１０８）。次に、陰影検出部２０１は、三次元データの座標
に対応する二次元画像データの画素に対して同じ陰影情報（ｉｄ）を設定し（Ｓ１０９）
、処理を終了する。
【００４８】
＜輝度補正部＞
　図９は、本発明の一実施形態に係る輝度補正部２０３の処理フローを示すフローチャー
トである。輝度補正部２０３による処理は、陰影検出機能がＯＮに設定されている場合に
行う。
【００４９】
　輝度補正部２０３は、対象画素のｉｄが０であるか否かを判断する。対象画素のｉｄが
０であった場合（Ｓ２００、Ｙｅｓ）、Ｓ２０５に進む。
　対象画素のｉｄが０でなかった場合（Ｓ２００、Ｎｏ）、輝度補正部２０３は、対象画
素のｉｄを参照し（Ｓ２０１）、対象画素のｉｄ＝１であればｉｄ＝１に対応するγカー
ブを参照して輝度を調整する（Ｓ２０２）。
　輝度補正部２０３は、対象画素のｉｄ＝２であればｉｄ＝２に対応するγカーブを参照
して輝度を調整する（Ｓ２０３）。
　輝度補正部２０３は、対象画素のｉｄ＝３であればｉｄ＝３に対応するγカーブを参照
して輝度を調整する（Ｓ２０４）。
　輝度補正部２０３は、すべての画素に対して処理を終えたか否か判断し（Ｓ２０５）、
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処理を終えていない画素が存在する場合（Ｓ２０５、Ｎｏ）、Ｓ２００からの処理を繰り
返す。すべての画素に対して処理を終えている場合（Ｓ２０５、Ｙｅｓ）、処理を終了す
る。
【００５０】
＜光沢補正部＞
　図１０は、本発明の一実施形態に係る光沢補正部２０４の処理フローを示すフローチャ
ートである。光沢補正部による処理は、陰影検出機能がＯＮに設定されている場合に行う
。
【００５１】
　光沢補正部２０４は、同一ｉｄが連続している画素によって形成される画素領域を抽出
する（Ｓ３００）。
　光沢補正部２０４は、該当画素領域を構成する画素のｉｄ＝０であるか否かを判断する
。光沢補正部２０４は、該当画素領域を構成する画素のｉｄ＝０であった場合（Ｓ３０１
、Ｙｅｓ）、Ｓ３０６に進む。
　該当画素領域を構成する画素のｉｄ＝０でなかった場合（Ｓ３０１、Ｎｏ）、光沢補正
部２０４は、それぞれの画素領域を構成する画素に設定されているｉｄを参照してｉｄが
何であるかを判断する（Ｓ３０２）。
　光沢補正部２０４は、画素領域を構成する画素のｉｄ＝１であれば、該当領域のうち最
も多いＣＭＹＫトナーが用いられている画素を検索し、そのトナー量に所定量を加えた値
を、該当領域を構成する画素の基準値（ｉｄ＝１）と設定する（Ｓ３０３）。
　光沢補正部２０４は、画素領域を構成する画素のｉｄ＝２であれば、該当領域を構成す
る画素のＣＭＹＫトナーの塗布量の平均値を、該当領域を構成する画素の基準値（ｉｄ＝
２）と設定する（Ｓ３０４）。
　光沢補正部２０４は、画素領域を構成する画素のｉｄ＝３であれば、該当領域を構成す
る画素のＣＭＹＫトナーの塗布量の平均値より小さい値を、その値の該当領域を構成する
画素の基準値（ｉｄ＝３）と設定する（Ｓ３０５）。
　次に、光沢補正部２０４は、すべての画素領域を構成する画素に対して基準値を設定し
たか否かを判断し（Ｓ３０６）、設定されていない画素が存在する場合（Ｓ３０６、Ｎｏ
）、設定画素領域を構成する画素に対してＳ３０１からの処理を繰り返す。
　一方、すべての画素に対して基準値が設定されていた場合（Ｓ３０６、Ｙｅｓ）、光沢
補正部２０４は、画素ごとに設定された基準値から対象画素のＣＭＹＫトナーの塗布量を
減算した値を透明トナーの塗布量として設定する（Ｓ３０７）。
　次に、光沢補正部２０４は、すべての画素に対して透明トナーの塗布量を設定したか否
かを判断し（Ｓ３０８）、設定されていない画素が存在する場合（Ｓ３０８、Ｎｏ）、設
定されていない画素に対してＳ３０７からの処理を繰り返す。すべての画素に対して処理
を終えている場合（Ｓ３０８、Ｙｅｓ）、処理を終了する。
【００５２】
　以上のように、本実施形態に係る画像形成装置１００によれば、画像データ抽出部２０
０は三次元座標を有するデータから二次元画像データを抽出し、陰影検出部２０１は画素
領域毎に陰影情報を設定し、色補正部２０２は色変換テーブルを参照してＲＧＢデータを
ＣＭＹＫデータに変換し、輝度補正部２０３は陰影情報と調整量が関係付けられた輝度調
整テーブルを参照して画素領域毎に輝度を調整し、光沢補正部２０４は陰影情報に基づい
て画素領域毎に透明トナーの塗布量を設定し、中間調処理部２０４は各トナーの塗布量に
基づいた中間調処理を行い、画像エンジン１０４は中間調処理後の二次元画像データを印
刷媒体に印字することで、三次元座標を有するデータから抽出した二次元画像データの光
源の影響度合いをより際立たせて表現することが可能になり、抽出した二次元画像データ
の二次元媒体上での立体視認性を向上させることができる。
【００５３】
　その他、輝度補正部２０３によって輝度補正が行われた後の立体視認性が向上した二次
元画像データを、画像形成装置１００のタッチパネルや情報処理端末１１０のディスプレ
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イ１１７に表示する形態であっても良い。この形態では印刷媒体に印字する必要がなくな
るため、より低コスト化が見込まれる。
【００５４】
　その他、輝度補正部２０３による輝度調整を行わず、光沢補正部２０４による透明トナ
ーの塗布量の設定のみを行う形態であっても良い。この形態では輝度補正部２０３による
輝度調整を行わないため、より短時間での処理が見込まれる。
【００５５】
　その他、光沢補正部２０４による陰影情報に応じた透明トナーの塗布量の設定を行わず
、輝度補正部２０３による陰影情報に応じた輝度調整のみを行い、透明トナーをすべての
画素に対して一律に塗布する若しくはすべての画素に対して塗布しない形態であっても良
い。この形態では光沢補正部２０４による透明トナーの塗布量の設定を行わないため、よ
り短時間での処理が見込まれる。
【００５６】
　以上、本発明の具体的な実施形態について説明したが、上述した実施形態は本発明の一
例を示したものである。本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、実施段
階ではその要旨を逸脱しない範囲で様々な変形や変更を加えて具体化することができる。
【００５７】
＜本発明の実施態様例の構成、作用、効果＞
＜第１態様＞
　本態様の画像形成装置１００（画像処理装置）は、三次元空間における特定の観測点か
ら三次元空間に存在する三次元モデルを観測して得られる二次元画像データに対して画像
処理を施す画像処理装置であって、三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に基づい
て、二次元画像データを構成する画素における三次元空間に存在する光源の影響度合いを
示す陰影情報（ｉｄ）を取得する陰影検出部２０１（陰影情報取得部）と、陰影検出部２
０１によって取得された陰影情報に基づいて、二次元画像データの立体視認性を高める強
調処理を施す輝度補正部２０３、及び光沢補正部２０４（補正部）と、を備えることを特
徴とする。
　本態様によれば、陰影検出部２０１が、三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に
基づいて、二次元画像データを構成する画素における三次元空間に存在する光源の影響度
合いを示す陰影情報（ｉｄ）を取得する。輝度補正部２０３、及び光沢補正部２０４が、
陰影検出部２０１によって取得された陰影情報に基づいて、二次元画像データの立体視認
性を高める強調処理を施す。
　これにより、三次元座標を有するデータから取得した二次元画像データの二次元媒体上
における立体視認性を向上させる処理を行うことができる。
【００５８】
＜第２態様＞
　本態様の陰影情報（ｉｄ）は、光源からの光が直射する領域を示す画素と光源からの光
が直射しない領域を示す画素のいずれかを示す情報であり、光沢補正部２０４（補正部）
は、光源からの光が直射する領域を示す画素と光が直射しない領域を示す画素それぞれに
相反する処理を施すことを特徴とする。
　本態様によれば、光沢補正部２０４が、光源からの光が直射する領域を示す画素と光が
直射しない領域を示す画素それぞれに相反する処理を施す。
　これにより、三次元座標を有するデータから取得した二次元画像データの二次元媒体上
における立体視認性を向上させる処理を行うことができる。
【００５９】
＜第３態様＞
　本態様の輝度補正部２０３（補正部）は、光源からの光が直射する領域を示す画素に対
して輝度を上げる処理を施し、光が直射しない領域を示す画素に対して輝度を下げる処理
を施すことを特徴とする。
　本態様によれば、輝度補正部２０３が、光源からの光が直射する領域を示す画素に対し
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て輝度を上げる処理を施し、光が直射しない領域を示す画素に対して輝度を下げる処理を
施す。
　これにより、三次元座標を有するデータから取得した二次元画像データの二次元媒体上
における立体視認性を向上させる処理を行うことができる。
【００６０】
＜第４態様＞
　本態様の陰影情報は、光源からの光が直射する領域を示す画素と光源からの光が直射し
ない領域を示す画素のいずれかを示す情報であり、光沢補正部２０４（補正部）は、光源
からの光が直射する領域を示す画素と光が直射しない領域を示す画素の光沢度の差を広げ
る処理を施すことを特徴とする。
　本態様によれば、光沢補正部２０４が、光源からの光が直射する領域を示す画素と光が
直射しない領域を示す画素の光沢度の差を広げる処理を施す。
　これにより、三次元座標を有するデータから取得した二次元画像データの二次元媒体上
における立体視認性を向上させる処理を行うことができる。
【００６１】
＜第５態様＞
　本態様の光沢補正部２０４（補正部）は、画素データと陰影情報に基づいて透明又は半
透明な画像形成材の塗布量を画素毎に算出することを特徴とする。
　本態様によれば、光沢補正部２０４が、画素データと陰影情報に基づいて透明又は半透
明な画像形成材の塗布量を画素毎に算出する。
　これにより、三次元座標を有するデータから取得した二次元画像データの二次元媒体上
における立体視認性を向上させる処理を行うことができる。
【００６２】
＜第６態様＞
　本態様として、光源からの光が直射しない領域を示す画素は、光源からの光の陰となる
領域（ｉｄ＝２）を示す画素と光源からの光の影となる領域（ｉｄ＝３）を示す画素を含
み、輝度補正部２０３又は光沢補正部２０４（補正部）は、それぞれの画素に対して異な
る処理を施すことを特徴とする。
　本態様によれば、光源からの光が直射しない領域を示す画素は、光源からの光の陰とな
る領域（ｉｄ＝２）を示す画素と光源からの光の影となる領域（ｉｄ＝３）を示す画素を
含み、輝度補正部２０３又は光沢補正部２０４は、それぞれの画素に対して異なる処理を
施す。
　これにより、三次元座標を有するデータから取得した二次元画像データの二次元媒体上
における立体視認性を向上させる処理を行うことができる。
【００６３】
＜第７態様＞
　本態様の画像処理方法は、三次元空間における特定の観測点から三次元空間に存在する
三次元モデルを観測して得られる二次元画像データに対して画像処理を施す画像処理方法
であって、
　三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に基づいて、二次元画像データを構成する
画素における三次元空間に存在する光源の影響度合いを示す陰影情報を取得する陰影情報
取得ステップと、
　陰影情報に基づいて、二次元画像データの立体視認性を高める強調処理を施す補正ステ
ップと、を実行することを特徴とする。
　第７態様の作用、及び効果は第１態様と同様であるので、その説明を省略する。
【００６４】
＜第８態様＞
　本態様の画像処理プログラムは、三次元空間における特定の観測点から三次元空間に存
在する三次元モデルを観測して得られる二次元画像データに対して画像処理を施す画像形
成装置１００（画像処理装置）のプロセッサに対して、三次元空間に存在する光源の三次
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元位置情報に基づいて、二次元画像データを構成する画素における三次元空間に存在する
光源の影響度合いを示す陰影情報を取得する陰影情報取得ステップ（Ｓ１００～Ｓ１０９
）と、陰影情報に基づいて、二次元画像データの立体視認性を高める強調処理を施す補正
ステップ（Ｓ２０２～Ｓ２０４、Ｓ２０３～Ｓ２０５）と、を実行させる。
　第８態様の作用、及び効果は第１態様と同様であるので、その説明を省略する。
【００６５】
＜第９態様＞
　本態様の画像処理システムは、三次元空間における特定の観測点から三次元空間に存在
する三次元モデルを観測して得られる二次元画像データに対して画像処理を施す画像処理
システムであって、三次元空間に存在する光源の三次元位置情報に基づいて、二次元画像
データを構成する画素における三次元空間に存在する光源の影響度合いを示す陰影情報を
取得する陰影検出部２０１（陰影情報取得部）と、陰影検出部２０１によって取得された
陰影情報に基づいて、二次元画像データの立体視認性を高める強調処理を施す輝度補正部
２０３、及び光沢補正部２０４（補正部）と、を備えることを特徴とする。
　第９態様の作用、及び効果は第１態様と同様であるので、その説明を省略する。
【符号の説明】
【００６６】
１００…画像形成装置、１０１、１１１…ＣＰＵ、１０２、１１２…ＲＡＭ、１０３、１
１３…ＲＯＭ、１０４…画像エンジン、１０５、１１４…ネットワークＩ／Ｆ、１０６、
１１５…ＨＤＤ、１０７、１１６…操作Ｉ／Ｆ、１０８、１１８…バス、１１７…ディス
プレイ、１１０…情報処理端末、２００…画像データ抽出部、２０１…陰影検出部（陰影
情報取得部）、２０２…色補正部、２０３…輝度補正部（補正部）、２０４…光沢補正部
（補正部）、２０５…中間調処理部
【先行技術文献】
【特許文献】
【００６７】
【特許文献１】特開２００５－２１９３８８公報
【特許文献２】特開２００５－０５９５９２公報



(16) JP 2017-194855 A 2017.10.26

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】



(17) JP 2017-194855 A 2017.10.26

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(18) JP 2017-194855 A 2017.10.26

【図１１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

